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災害時における災害応急対策業務に関する協定（案） 

国土交通省関東地方整備局東京国道事務所（以下「甲」という。）と○○建設株

式会社○○支店（以下「乙」という。）とは、災害時における所管施設の災害応急

対策業務に関し、次のとおり協定を締結する。 

第 １ 章 総 則 

（目  的） 

第 １ 条     本協定は、甲が管理または工事中の施設等（以下「所管施設」とい

う。）が地震・大雨・大雪等の異常な自然現象及び予測できない災害

等の発生または発生の恐れがある場合において、災害応急対策業務を

実施するにあたり、これに必要な建設機械、資材、技術者及び労力等

（以下「建設資機材等」という。）について、双方がその確保及び動

員の方法を定め、被害状況の早期把握、被害の拡大防止及び被災施設

の早期復旧に資することを目的とする。 

（実施区間） 

第 ２ 条     地震時の実施区間（道路啓開区間）は○○とする。 

      （詳細は別紙－２） 

       地震時以外の実施区間は一般国道○号のうち、○○～○○（通称

名：R○－○）とする。 

      （詳細は別紙－３） 

２    災害等の状況により、甲は乙に対し、必要として上記に規定する業

務実施区間以外に出動を要請することができるものとし、乙は、原則

としてこれに応じるものとする。 

（協力要請） 

第 ３ 条     甲は所管施設に災害が発生または発生の恐れがある場合において必

要と認めるときは、乙に対し「災害時における所管施設の災害応急対

策業務」（以下「災害業務」という。）の協力を要請することができ

るものとする。 

（建設資機材等の報告） 

第 ４ 条     甲は、甲が保有する建設資機材等について、あらかじめ書面により

乙に通知するものとする。 

２  乙は、あらかじめ災害業務に備え、業務の必要な組織及び使用可能

な建設資機材等の数量を把握し、甲へ書面により報告するものとす

る。 

３  乙は前項で報告した内容に著しい変動が生じたとき、または、甲が

報告を求めたときは、速やかに報告するものとする。 

（建設資機材等の提供） 

別紙－１ 
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第 ５ 条     甲及び乙は、それぞれから要請があった場合は、特別な理由がない

かぎり、相互に建設資機材等を提供するものとする。 

（ 訓       練 ） 

第 ６ 条     乙は、甲が主催または参加する防災訓練に甲から参加依頼があった

場合は参加するものとする。 

２  乙は、災害対策用機械の運搬、展開補助を円滑に行うために甲が実

施する操作訓練に参加するものとする。 

第 ２ 章 災害応急対策業務（地震時編） 

（災害業務内容） 

第 ７ 条     甲が、乙に対し要請を行う災害業務は、道路巡回による所管施設の

被害状況の把握と報告、並びに甲の指示する当該被災所管施設の緊急

措置、道路啓開、応急復旧等を実施するものとする。 

              活動内容は本協定によるほか、記載無き事項は別冊「道路啓開現場

作業マニュアル（案）」によるものとする。 

            ① 道路巡回   

実施区間の道路巡回を行い所管施設の被害状況の把握と報告を

行う。 

要請後速やかに道路巡回を実施できる体制を整え、道路巡回時

は損傷個所または渋滞等の事象を確認毎に情報伝達システムを利

用し報告を行う。 

            ② 緊急措置   

道路利用者の安全確保を図るため、危険箇所にバリケードやロ

ープ等の設置、また、危険箇所の注意喚起や交通規制の措置を周

知する案内板や標識等を設置する。 

③ 道路啓開 

緊急車両の通行の確保を図るため、散乱している障害物の除去

や、段差発生箇所の路面及び橋梁部の土嚢等による段差処理や災

害対策法に基づく車両移動等を実施する。 

            ④ 応急復旧 

道路啓開後甲の指示のもと、緊急輸送道路の機能を確保するた

め土嚢等による段差処理をアスファルトによる簡易舗装にするな

ど、各被災箇所の状況に応じた段階的な復旧を実施する。 

⑤ その他 

上記の他、甲が災害業務に関する具体的な要請を行った場合、

乙は要請内容に基づく活動を実施する。 

（災害業務の出動要請） 

第 ８ 条     甲は、第３条により乙に災害業務の協力を要請する場合は、書面ま
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たは電話等の方法により、乙に出動を要請するものとする。 

ただし、甲乙相互の通信連絡が不能で、乙が被害状況を把握してい

る場合は、甲からの出動要請があったものとみなし、乙の判断で出動

するものとする。 

２   第７条①の道路巡回は、実施区間と同一区内で震度５強以上を観測

した場合甲からの要請があったものとみなし、出動するものとする。 

３   乙は、出動要請を受けた場合、直ちに出動し災害業務を実施すると

ともに、出来る限り速やかに現場責任者を定め、甲に氏名・連絡先等

を報告するものとする。 

（災害業務の指示） 

第 ９ 条      災害業務の指示は甲が行うものとし、当該実施区間を担当する出張

所長（以下「出張所長」という。）が監督を実施する。 

ただし、第８条第１項ただし書きによる甲の出動要請が困難な場合

は、乙の判断の基で災害業務のうち道路啓開まで行うものとする。 

２   前項のただし書きにおいて、甲と連絡が可能となった場合は、乙は

その実施内容を速やかに甲へ報告するものとする。 

（災害業務の特例） 

第１０条     乙は、管内で震度６弱以上の地震が発生した場合（ＢＣＰ非常体

制）、甲以外の事務所（以下「丙」という。）及び丙の指示を受けた

業者が、管内の緊急点検など災害応急対策を実施することとなってい

るので、現地で遭遇した場合は連絡調整を図るとともに相互協力する

ものとする。 

  また、甲乙相互の通信連絡が不能な場合において、丙から指示があ

ったときは、甲からの要請とみなし原則としてこれに応じるものとす

る。 

第 ３ 章 災害応急対策業務（地震時以外編） 

（災害業務内容） 

第１１条     甲が、乙に対し要請を行う災害業務は、道路巡回による所管施設の

被害状況の把握と報告、並びに甲の指示する当該被災所管施設の緊急

措置、応急復旧及び除雪作業等を実施するものとする。 

              活動内容は本協定によるほか、記載無き事項は別冊「道路雪害対策

マニュアル（東京国道事務所）」によるものとする。 

            ① 道路巡回   

実施区間の道路巡回を行い所管施設の被害状況の把握と報告を

行う。 

            ② 緊急措置   

道路利用者の安全確保を図るため、危険箇所にバリケードやロ
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ープ等の設置、また、危険箇所の注意喚起や交通規制の措置を周

知する案内板や標識等を設置する。 

            ③ 応急復旧 

甲の指示のもと、道路の機能を確保するため、各被災箇所の状

況に応じた段階的な復旧を実施する。 

      ④ 除雪作業 

車道、歩道及び横断歩道橋等における除雪・排雪・凍結防止剤

の散布及び甲の指示に基づく除雪作業を実施する。 

⑤ その他 

上記の他、甲が災害業務に関する具体的な要請を行った場合、

乙は要請内容に基づく活動を実施する。 

（災害業務の出動要請） 

第１２条     甲は、第３条により乙に災害業務の協力を要請する場合は、書面ま

たは電話等の方法により、乙に出動を要請するものとする。 

２   乙は、出動要請を受けた場合、直ちに出動し災害業務を実施すると

ともに、速やかに現場責任者を定め、甲に氏名・連絡先等を報告する

ものとする。 

（災害業務の指示） 

第１３条      災害業務の指示は甲が行うものとし、当該実施区間を担当する出張

所長（以下「出張所長」という。）が監督を実施する。 

第 ４ 章 災害応急対策業務（共通編） 

（災害対策用機械作業員の派遣依頼） 

第１４条     甲は、乙に対し災害上必要と認められる場合、災害対策用機械（排

水ポンプ車、照明車等）の運搬、展開・操作補助を実施する災害対策

用機械作業員の派遣を依頼することができるものとする。 

第 ５ 章 その他 

（契約の締結） 

第１５条     甲は、乙に出動を要請したときは、遅滞なく随意契約を締結するも

のとする。 

（災害業務の完了） 

第１６条     乙または現場責任者は、災害業務が完了したときは、速やかに電話

等の方法により出張所長へその旨を報告するものとする。 

（災害業務の実施報告） 

第１７条     乙は、災害業務の完了後、災害業務の開始時間・終了時間及び人

員・使用した建設資機材等の内訳について書面により速やかに出張所

長へ報告するものとする。 
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甲は、必要に応じて途中段階で使用した建設資機材等の報告を求め

ることができるものとする。 

（災害活動実績に係る証明） 

第１８条   乙が本協定に伴い災害業務を実施した証明については、甲より「災

害活動実績に関わる証明書」を発行するものとする。 

（安全の確保） 

第１９条   乙は、災害業務にあたっては、労働基準法など関係法令を遵守し、

作業員の安全の確保に努めなければならないものとする。 

（費用の請求） 

第２０条     乙は災害業務の完了後、当該災害業務に要した費用の見積書を甲に

提出するものとする。 

（費用の支払） 

第２１条     甲は、第２０条の規定による様式や見積書の提出を受けたときは、

内容を精査し、別途締結する契約書に基づきその請負代金を支払うも

のとする。 

（損害の負担） 

第２２条     災害業務の実施にともない、甲、乙双方の責に帰さない理由により

第三者に損害を及ぼしたとき、または建設資機材等に損害が生じたと

きは、乙はその事実の発生後遅滞なくその状況を書面により報告し、

その措置について甲乙協議して定めるものとする。 

（緊急通行車両） 

第２３条   本協定締結後、本協定に基づき乙は甲に、乙が保有している緊急通

行車両に登録可能な車両を事前に届け出るものとする。 

（身分証明書の発行） 

第２４条   災害対策基本法に基づく「業務」を行う場合は、甲が乙に発行する

「身分証明書」を携帯するものとする。 

（有効期限）                       

第２５条     この協定の有効期限は、令和５年１２月１日から令和６年８月３１

日までとする。 

    ２  前項に規定する期間満了の１箇月前までに、甲乙いずれかからも何

ら申し出の無いときは、引き続き同一条件をもって１年間継続するも

のとし、当該継続期間が満了したときも同様とする。 

（協定の解約） 

第２６条     甲もしくは乙において、協定を継続できない事情が発生したとき

は、甲乙協議のうえ協定を解約できるものとする。 

２   乙において取引停止の事実や不渡りの情報、会社更生法・民事再生

法の申請等があった場合、甲は書面による通告をもって本協定を解除

することができる。 
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３  乙が、その責めに帰すべき事由により災害業務が完了しなかった場

合、甲乙協議の末、今後乙の改善が認められない場合は、甲は書面に

よる通告をもって本協定を解除することができる。 

（連絡者等） 

第２７条   協定活動にあたり下記担当窓口の登録をするものとし、 

      ①通常担当者：訓練及び調査等の依頼、協定に関する説明会案内等の

一般事項の担当者 

            ②災害担当者：「災害応急対策業務」の対応担当者 

             各担当窓口が変更になった場合は、遅滞なく甲担当に報告するもの

とする。 

       なお、各担当窓口の重複は可能とする。 

２  上記②への登録者は甲が指定する情報伝達システムに担当者の連絡先

を登録するものとする。 

（そ の 他） 

第２８条     この協定に定めのない事項、または、疑義を生じた事項について

は、その都度甲、乙協議して定めるものとする。 

 

 この協定の証として、本書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえ各自１通を保有

するものとする。 
 
 

    令和５年１１月３０日 

 

          甲  国土交通省 関東地方整備局 

                         東京国道事務所長      石 井 宏 明  印 
 
 

                   乙  ○○建設株式会社 

                         ○○○社長      ○ ○ ○ ○  印 
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Ｒ357-4

別紙－３

1 中央区日本橋一丁目～港区東麻布一丁目 ５.７９ ０.００ ～ ５.７９

2 港区東麻布一丁目～品川区戸越六丁目 ６.２５ ５.７９ ～ １２.０４

3 品川区戸越六丁目～大田区多摩川二丁目 ６.１６ １２.０４ ～ １８.２０

4 中央区日本橋室町三丁目～台東区下谷三丁目 ４.４９ ０.５４ ～ ５.０３

5 台東区下谷三丁目～足立区梅田七丁目 ５.１７ ５.０３ ～ １０.２０

6 足立区梅田七丁目～埼玉県草加市谷塚二丁目 ４.３４ １０.２０ ～ １４.５４

7 中央区日本橋本町三丁目～墨田区墨田四丁目 ６.９３ ０.７９ ～ ７.７２

8 墨田区墨田四丁目～葛飾区金町三丁目 ６.４３ ７.７２ ～ １４.１５

9 中央区日本橋馬喰町二丁目～江東区亀戸七丁目 ４.５２ １.７９ ～ ６.３１

10 江東区亀戸七丁目～江戸川区大杉三丁目 ４.６２ ６.３１ ～ １０.９３

11 中央区日本橋一丁目～港区高輪二丁目 ６.１２ ０.１９ ～ ６.３１

12 港区高輪二丁目～大田区大森本町一丁目 ６.１７ ６.３１ ～ １２.４８

13 大田区大森本町一丁目～大田区東六郷三丁目 ５.６１ １２.４８ ～ １８.０９

14 中央区日本橋一丁目～文京区千石一丁目 ６.１３ ０.００ ～ ６.１３

15 文京区千石一丁目～板橋区大和町 ５.３５ ６.１３ ～ １１.４８

16 板橋区大和町～板橋区舟渡三丁目 ４.４９ １１.４８ ～ １５.９７

17 Ｒ１７ＢＰ 練馬区北町三丁目～板橋区三園二丁目 ３.４８ ０.００ ～ ３.４８

18 千代田区霞が関一丁目～新宿区新宿四丁目 ５.１７ ２.９４ ～ ８.１１

19 新宿区新宿四丁目～世田谷区松原三丁目 ６.３４ ８.１１ ～ １４.４５

20 世田谷区松原三丁目～世田谷区給田三丁目 ５.１３ １４.４５ ～ １９.５８

21 千代田区永田町一丁目～渋谷区渋谷二丁目 ４.６４ ０.００ ～ ４.６４

港区赤坂一丁目～千代田区永田町二丁目 １.０８ ０.００ ～ １.０８

22 渋谷区渋谷二丁目～世田谷区上馬二丁目 ４.５３ ４.６４ ～ ９.１７

23 世田谷区上馬二丁目～世田谷区玉川三丁目 ４.５８ ９.１７ ～ １３.７５

24 文京区本郷三丁目～文京区大塚二丁目 ２.９０ ０.００ ～ ２.９０

25 文京区大塚二丁目～板橋区東山町 ５.８７ ２.９０ ～ ８.７７

26 板橋区東山町～練馬区旭町三丁目 ６.４５ ８.７７ ～ １５.２２

27 江戸川区臨海町六丁目～江東区辰巳三丁目 ５.２９ ２２.８８ ～ ２８.１７

28 江東区辰巳三丁目～品川区八潮二丁目 ５.８３ ２８.１７ ～ ３４.００

29 品川区八潮二丁目～大田区京浜島二丁目 ４.８９ ３４.００ ～ ３８.８９

30 大田区京浜島二丁目～大田区羽田空港三丁目 ４.９０ ３８.８９ ～ ４３.７９

31 Ｒ３５７ＢＰ 品川区八潮一丁目～品川区北品川二丁目 ３.０９ ０.００ ～ ３.０９

Ｒ３５７

１

２

３

４

１

Ｒ２４６

１

２

３

Ｒ２５４

１

２

３

Ｒ１７

１

２

３

１

Ｒ２０

１

２

３

Ｒ１４
１

２

Ｒ１５

１

２

３

Ｒ４

１

２

３

Ｒ６
１

２

路線 番号 担当区間 距離 Ｋｐ

Ｒ１

１

２

３


